
『菩
薩
瓔
珞

本
業
経
』

の
諸
本
に

つ
い
て

敦
煌
写
本
S
.
3
4
6
0

ま
0
6
中
心
に

は

じ
め
に

近
年

の
大
蔵
経
及
び
漢
文
仏
典

の
写
本

・
版
本
類
に
対
す
る
調
査

・

研
究

の
飛
躍
的
進
展

の
中
、
現
在
各
種
の
影
印
本
等
が
多
数
出
版
さ
れ

る
と
い

っ
た
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
漢
文
仏
典
研
究
の
基
本
テ
キ
ス

ト
と
さ
れ

て
き
た

『大
正
蔵
』
以
外
の
諸
資
料
、
例
え
ぼ
敦
煌

写
本
や

房
山
石
経
本
な
ど
が
重
要
な
異
本
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ

こ
で
今
回
、
筆
者
が
当
面
の
研
究
課
題
と
し
て
い
る

『菩
薩
瓔
珞

本
業

経
』
(以
下

『
瓔
珞
経
』
と
略
)

の
諸
本

の
中
、
特
に
敦
煌

写
本
S
.
3
4
6
0

に
注
目
し
、
そ
の
意
義
と
他

の
諸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
て
み

た
い
。

一
敦
煌

写
本
中

の

『
瓔
珞
経
』S

.
3
4
6
0

も

『菩
薩
瓔
珞

本
業
経
』

こ
れ
ま
で
敦
煌

写
本
を
利
用
す
る
際
に
広
く
参
照
さ
れ
て
き
た

『

敦
煌

遺
書
纏

目
索
引
』
(中
華
書
局
、
一
九
八
三
)
を
見
る
と
(
1
)

、
『
瓔
珞
経
』

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
五
十
四
巻
第

一
号

平
成
十
七
年
十
二
月

藤

谷

昌

紀

の
敦
煌
写
本
に
は
、
ス
タ
イ
ン
収
集

の
S
.
6
3
8
0
(二
四
一
頁
)
と
小
川

勤
之
助
蔵
本

(三
三
四
頁
)

の
二
点
が
数
え
ら

れ
る
。
「大
統
十
七
年
」

(五
五
一
年
)
の
奥
書
を
有
す
る
小
川
蔵
本
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
が
(
2
)

、

S
.
6
3
8
0

は

『
敦
煌
宝
蔵
』
第
四
五
冊
に
よ
っ
て
参
看
が
可
能

で
あ
る
。

こ
れ
は
下
巻

の
み
が
現
存
し
て
お
り
、
か
つ
冒
頭
部
分
を
僅
か
に
欠
い

て
い
る
。
ま
た
書
写
年
代
を
示
す
奥
書
等
は
見
ら
れ
な
い
。

さ
て
、
敦
煌
写
本
中

の
戒
律
文
献
に
っ
い
て
は
、
総
合
的
な
先
行
研

究
と
し
て
土
橋
秀
高

『戒
律
の
研
究
』
(永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
○
)
が
あ

り
、
こ
れ
に
よ
れ
ぼ
ス
タ
イ
ン
収
集
写
本
中
に

『
瓔
珞
経
』
は
三
本
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(六
六
二
頁
)。

こ
れ
に
対
し
て

『
敦
煌
遺
書
総
目
索
引
』
や

『
敦
煌
宝
蔵
』
の
索
引

目
録
で
あ
る

『《
敦
煌
寳
蔵
》
遺
書
索
引
』
(中
華
佛
學
研
究
所
論
叢

一
〇
、

法
鼓
文
化
事
業
、
一
九
九
六
)
に
は
、
ス
タ
イ
ン
収
集
の

『
瓔
珞
経
』
写

本
と
し
て
は
、
S
.
6
3
8
0

の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
タ
イ

ン
写
本
中
に
は
、
も
う

一
本

『
瓔
珞
経
』
の
写

本
が
存
在
し
、
そ
れ
が

『
敦
煌
宝
蔵
』
中
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

2
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『菩
薩
瓔
珞

本

業
経
』

の
諸
本
に

つ
い
て

(藤

谷
)

土
橋

氏
の
指
摘
す
る
三
本
の
う
ち
の

一
本
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
不

明
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
S
.
3
4
6
0
で
あ
り
、
『敦
煌

遺
書
總

目
索
引
』

や

『《敦
煌
寳
蔵
》
遺
書
索
引
』
、
ま
た
近
年
刊
行
さ
れ
た
敦
煌
研
究
院

編

『
敦
煌
遺
書
總
目
索
引
新
編
』
(中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
)、
一
一
五
頁

で
は
、
竺
仏
念
訳
十
四
巻

『菩
薩
瓔
珞

経
』
(『菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
と
は

ま
っ
た
く
の
異
経
)

の
項
に
標
挙
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「菩
薩
瓔
珞

経
巻
上
」
(『
敦
煌
遺
書
總
目
索
引
』、

一
八
○
頁
)

「中
有
品
題

:
菩
薩
瓔
珞

経
賢
聖
名
字
品
第
三
。
」
(『
敦
煌
遺
書
總
目索
引

新
編
』、

一
〇
五
頁
)
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

明
ら
か
に
二
巻
本
の

『菩
薩
瓔
珞

本
業
経
』
の
写
本
で
あ
る
。
実
際
に

『
敦
煌
宝
蔵
』
第
二
八
冊
所
収

の
同
写
本
6
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
確
か

に
二
巻
本

『
瓔
珞
経
』
上
巻
の
写
本
で
あ

っ
た
。

本
写
本

も
S
.
6
3
8
0
と
同
様
、
冒
頭
に
大
正
蔵
で

一
段
強
ほ
ど
の
欠
落

が
あ
り
、

「有
青
蓮
刹
。
佛

(欠
落
)
極
青
金
林
刹
。
佛
名
蓋
精
進
。
菩

(欠
落
)
極
有
寳
林
刹
。
佛
名
上
精
進
。」
(大
正
二
四
、

一
〇

一
〇
下
)
か

ら
始
ま
り
、
上
巻
末
ま
で
が
完
具
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
写
本
が

『菩
薩
瓔
珞

本
業
経
』
で
は
な
く

『菩
薩
瓔
珞

経
』
と

さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
り
、
そ
の
品
第
二
に

「菩
薩
瓔
珞

経
賢
聖
名

字
品
第
二
」
(五
四
六
頁
下
)
と
記
さ
れ
、
ま
た
最
巻
末
に

「菩
薩
瓔
珞

経
巻
上
」
(五
五
九
頁
下
)
と
記
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
品
第
三
に
は

「菩
薩
瓔
珞

本
業
経
賢
聖
學
觀
品

第
三
」
と

本
来

の
経
典
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

奥
書
等
は
特
に
見
ら
れ
ず
、
こ
の
点
か
ら
の
書
写
年
代
は
不
明
で
あ

る
。

一
方
、
書
写

の
形
態
を
見
る
に
、

一
行
あ
た
り
の
字
数
は

一
九
～

二
二
字
を
基
本
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど

一
定
し
て
お
ら
ず
、
改
行

の
た
め
に

一
行
に
二
四
～
二
七
字
を
収
め
た
箇
所
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。

こ
の
形
態
と
字
体
を
見
る
に
興
味
深

い
の
が
、
下
巻
の
み
の
S
.
6
3
8
0
に

よ
く
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
の
他

の
諸
本
と
の
異
同
の
比

較
に
お
い
て
も
両
写
本
は
、
共
通
す
る
傾
向
を
有
し
て
お
り
、
あ
る
い

は
本
来

一
具
の
本
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。

二
S
.
3
6
4
0
の
偈文

こ
の
S
.
3
6
4
0

が

『
瓔
珞
経
』
の
写
本
と
し
て
持

つ
意
義
と
し
て
極
め

て
注
目
す
べ
き
事
実
を

一
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

筆
者
は
、
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
四
回
学
術
大
会

(於
佛
教
大
学
、

二
〇
〇
三
)
で
の
発
表
及
び

『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第

一
〇
三
号
所

収

「菩
薩
瓔
珞

本
業
経

の
二
十
四
願
偈

に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
こ
れ

も
敦
煌
写
本
中
に
残
さ
れ
て
い
た
数
少
な
い

『
瓔
珞
経
』
の
注
釈
書
の

一
で
あ
る

『
本
業
瓔
珞

経
疏
』
(
S
.
2
7
4
8

。
大

正
八
五
、
『
敦
煌
宝
蔵
』

第
二
一二
冊
所
収
)
所
釈
の
二
十
四
願
偈

が
、
現
行
の
諸
本
の
偈
文

(三

十
一
偈
)
よ
り
三
偈
少
な
く

(二
十
八
偈
)、
願
数
も
二
十
三
願
を
数
え

る
の
み
で
あ
る
こ
と
6
指
摘
し
、
こ
の
注
釈
書

が

『
瓔
珞
経
』
の
成
立

か
ら
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な

い
六
世
紀
半
ぼ
頃
の
成
立
と
想
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
6
踏
ま
え
、
(
3
)

本
来
の

『
瓔
珞
経
』

の
偈
文

が
後
に
増
広

受
け
た2
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の

で

は

な

い
か
、

そ

の
場

合

の
意

図

は

、

阿

弥

陀

仏

の

二
十

四
願

の
願

数

と

一
致

さ

せ

る

こ
と

に
あ

っ
た

の

で

は

な

い

か
、

と

論

じ

た

。

大

正

藏

に

よ

っ
て
該

当

箇

所

6

示

せ

ぼ

、

次

の
偈

末

に

か

け

て

の
箇

所

(大

正

二
四
、

一
〇

一
二
上
、
一
一
～

二
二
行
)

に

お
け

る
□

の
三
偶

で

あ

る
。

得
大
明
慧

當
願
衆
生

入
一
切
空

滅
無
明
藏

三
十
二
相

當
願
衆
生

相
相
嚴
好

滅
依
報
果

得
鷹
身
用

當
願
衆
生

乗
大
法
船

入
佛
法
海

我
因
果
願

悉
已
具
足

一
切
行
願
攝

在
其
中

二
十
四
願
攝

無
量
行

信
願
始
門

終
大
慧
本

今
於
諸
佛

前
受
大
願

願
今
已
渦

修
進
鯨
行

其
中
功
徳

行
百
千
劫

我
願
乃
捨

入
無
量
界

一
切
菩
薩

若
入
是
願

無
不
得
入

薩
婆
若
海

こ
の
時
点
で
は
、
右
の
三
偈
を
有
さ
な
い
二
十
八
偈

・
二
十
三
願
と

い
う
形
式
の
テ
キ
ス
ト
自
体
は
未
だ
見
い
だ
し
て
お
ら
ず
、
疏

の
所
釈

の
経
文

か
ら
そ
の
よ
う
に
推
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
S
.
3
4
6
0

こ
そ
疏
か
ら
想
定
し
た
本
文
と
ま

っ
た
く
同
様
、
二
十
八
偈

・
二
十
三

願
を
数
え
る
も
の
で
あ
り
、
現
行
の
本
文
の

「
増
広
」
と
筆
者
が
想
定

し
た
こ
の
三
偈
を
有
さ
な
い
本
だ
っ
た
の
で
あ
る

(『敦
煌
宝
蔵
』
二
八
、

五
四
八
頁
下
～
五
四
九
頁
上
)。

こ
の
二
十
八
偶
か
ら
三
十

一
偈
へ
の
増
広

が
、
あ
る

一
定
の
時
期
に

為
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
前
者
が
あ
く
ま
で
経
の
古
形
を
示
し
て
い
る

と
す
る
な
ら
ぼ
、
本
写
本

の
書
写
年
代
自
体
も
相
当
程
度
古
い
時
期
に

置
く
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
現
時
点
で

一
応

の

『菩
薩
瓔
珞

本
業
経
』

の
諸
本

に

つ
い
て

(藤

谷
)

基
準
を
提
示
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
他

の
文

献
に
お
け
る
こ
の
偈
文

へ

の
言
及
と
し
て
、
管
見
の
範
囲
内
で
は
、
智
儼

(六
〇
二
～
六
六
八
)
『華

厳
経
捜
玄
記
』
に
お
け
る
言
及

(大
正
三
五
、
二
八
上
)
が
古
い
例
と
し

て
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
既
に
二
十
四
願
と
な

っ
て
い
る
。
よ
っ
て

『捜

玄
記
』
の
成
立
年
代
と
さ
れ
る
六
二
八
あ
る
い
は
六
二
九
年
頃
に
は
、
(
4
)

増
広

さ
れ
た
経
文
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確

実
で
あ
り
、
本
写
本
は

遅
く
と
も
六
二
九
年
以
前
に
書
写
さ
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
想
定
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
ま
た
ま
伝
承
さ
れ
て
き
た
古

い
形
態

の
本
が
後
代
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
充
分
可
能

で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も

『
瓔
珞
経
』
の
六
二
九
年
以
前
の
古
形
が

そ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
は
同
様
で
あ
り
、
『
瓔
珞
経
』
研
究
に
お
け
る

本
写
本

の
重
要
性
は
揺
る
が
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

三

四
十
二
位
の
秦
名

こ
S
.
3
4
6
0と
他

の

『
瓔
珞
経
』
の
諸
本

と
の
関
係
に
お
い
て
、
さ

ら
に
注
目
す
べ
き
点
を
示
す
箇
所
と
し
て
、
賢
聖
名
字
品
第
二
に
お
け

る
四
十
二
位

の
菩
薩

(仏
位
を
含
む
)
の
秦
名

の
標
記
法
が
あ
る
。
大

正
蔵
に

(割
注
を

【

】
で
標
記
)、

佛
子
。
所
謂
留
伽
度

【秦
言
獲
心
住
】
留
諦
迦
度

【秦
言
治
地
住
】

留
羅
伽

【秦
言
修
行
住
】
…
…
等
と
あ
る
箇
所

(大
正
二
四
、

一〇
一
一

中
)
で
あ
り
、
四
十
二
位
の
梵
名
に
あ
た
る

「留
伽
度
」
等
を
順
次
掲

げ
、
(
5
)

そ
の
訳
名
を

「発
心
住
」
等
と
割
注
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
こ

2
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『菩
薩
瓔
珞

本

業
経
』

の
諸
本

に

つ
い
て

(藤

谷
)

の
箇
所

に
つ
い
て
、
ま
ず
既
存

の
諸
大
蔵
経
の
所
収
テ
キ
ス
ト
の
形
式

が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
6
確
認
し
て
お
き
た
い
。

大
正
蔵
の
校
勘
記
は
こ
の
割
注
に
よ
る
標
記
法
の
異
同
に
つ
い
て
は

特
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
『中
華
大
蔵
経
』
(以
下

『中
華
』
と
略
)
の

校
勘
記

(『中
華
』
二
四
、
八
六
四
～
八
六
五
頁
)
を
見
る
と
諸
本
中
に
異

同
が
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

『中
華
』
所
収
の

『
瓔
珞
経
』
は
、
金
蔵

の
影
印
を
底
本

と
し
高
麗

蔵
、
房
山
石
経
本
及
び
江
南
諸
蔵
五
本

(普
寧
蔵
を
欠
く
)
と

の
校
合
が

為
さ
れ
て
い
る
。
(
6
)

こ
の
八
本
の
中
、
(
7
)

高
麗
蔵

(東
國
大
学
校
刊
影
印
本
も

確
認
)
と
房
山
石
経
本

(中
国
仏
教
協
会
編
影
印
本
も
確
認
)
と
が
割
注

(
8
)

と
し
、
他
の
金
蔵
及
び
江
南
諸
蔵
五
本

(磧
砂
蔵
影
印
本
も
確
認
)
が
本

文
中

へ
繰
り
込
む
と
い
う
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
高
麗
蔵
と
房
山
石
経
本
と
が

一
致
し
、
金
蔵
が
異
な

っ
て

い
る
と

い
う
点
は
、
大
蔵
経
の
系
統
分
類
か
ら
考
え
て
甚
だ
興
味
深
い

問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

竺
沙
雅
章
氏
に
よ
る
刊
本
大
蔵
経
の
三
分
類
と
い
う
画
期
的
な
見
解

に
よ
れ
ぼ
、
(
9
)

金
蔵
と
高
麗
蔵
と
は
開
宝
蔵
を
承
け
る
第

一
類
蔵
経
と
さ

れ
る
の
に
対
し
て
、
房
山
石
経
本
は
第
二
類
で
あ
る
契
丹
蔵
に
深
く
関

係
す
る
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
江
南
地
方
で
開
版
さ
れ
た
第
三
類
の
江

南
諸
蔵

が
あ
る
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
同
じ
く

一
行
十
四
字
、
千
字
文
番
号
も
同
じ
く

「
尅」
で

あ
り
第

一
類
蔵
経
と
し
て
の
同
系
統
性
を
明
ら
か
に
示
す
金
蔵
と
高
麗

蔵
が
、
こ
と
こ
の
秦
名
の
標
記
法
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
か

え
っ
て
第
二
類
に
準
ず
る
房
山
石
経
本
に

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
今
回
は
そ
の
詳
細
は
省
略
し
た
い
が
、
『中
華
』
に
よ
っ

て
金
蔵

・
高
麗
蔵

・
房
山
石
経
本
三
者
の
本
文
の
異
同
を
整
理
し
て
み

る
と
、
明
ら
か
に
高
麗
蔵
と
房
山
石
経
本
と

の
一
致
度
の
方
が
、
金
蔵

と
高
麗
蔵
と
の

一
致
度
よ
り
も
高

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
れ
ぼ
良
い
か
。

筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
、
こ
の
原
因
は
、
高
麗
蔵
の
校
正
の
結
果
に

よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
高
麗
蔵
再
雛
本
の
編
纂

の
際
、
守

其
等
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
校
正
の
過
程
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
詳
論
す
る

余
裕
は
な
い
が
、
と
も
か
く
そ
の
際

に
底
本

と
さ
れ
た
の
は
開
宝
蔵

(第
一
類
蔵
経
)
の
復
刻
で
あ
る
高
麗
蔵
初
雛
本

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

校
本
と
し
て
契
丹
蔵

(第
二
類
蔵
経
)
が
使
用

さ
れ
て
い
た
事
実
を
想

起
す
べ
き
で
あ
る
。
第
二
類
蔵
経
に
近

い
房
山
石
経
本

は
、
こ
の
契
丹

蔵
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
だ
と
す

る
な
ら
ぼ
、
高
麗
蔵
に
お

い
て
石
経
本
と

一
致
す
る
箇
所
は
、
校
正

の
際
に
契
丹
蔵
に
従

っ
て
底

本

(高
麗
蔵
初
雛
本
)
を
変
更
し
た
箇
所
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
の
秦
名
が
割
注
形
式
に
な

っ
て
い
る
の
も
、

契
丹
蔵
の
形
式
に
基
づ
き
底
本
を
変
更
し
た
た
め
と
想
定
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

高
麗
蔵
再
雛
本

の
校
正
に
関
し
て
は
、

一
般
に

『高
麗
国
新
雛
大
蔵

校
正
別
録
』
で
確
認
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
は
全
蔵
中
の
六
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十
二
種

七
十
四
巻
の
校
正
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
中

に

『
瓔
珞
経
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『別
緑
』
中
に
校
正
が

収
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
各
々
の
経
論

の
巻
末
に
校
正
が
記
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
(
1
0
)

『
瓔
珞
経
』
に

は
、
そ

の
記
録
も
ま
た
存
在
し
な
い
。
よ
っ
て
、
高
麗
蔵
の

『
瓔
珞
経
』

の
校
正

の
有
無

・
実
態
に
つ
い
て
詳
細
は
窺
え
な
い
の
だ
が
、
逆

に
房

山
石
経

本
と
高
麗
蔵
本
の

一
致
箇
所
が
比
較
的
多

い
と
い
う
事
実
や
、

こ
の
割

注
形
式

へ
の
変
更
と
い
っ
た
点
が
、
そ
の
校
正

の
状
況
6
推
測

す
る

一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

四

敦
煌

写
本
と
諸
本
と
の
関
係

そ
し
て
、
こ
の
第
二
類
蔵
経
の
特
色
と
も
言
う
べ
き
割
注
の
形
式
が
、

他
な
ら
ぬ
S
.
3
4
6
0
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

(『
敦
煌宝
蔵
』
第
二
八
冊
、

五
四
七
頁
)。

そ
こ
で
、
敦
煌

写
本
と
他
の
刊
本
大
蔵
経
諸
本
と
の
関
係
6
明
確
に

す
る
た
め
に
、
『中
華
』
本
に
校
勘
記
の
付
さ
れ
た
箇
所
、

つ
ま
り
諸

本
中

の
本
文
に
異
同
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
敦
煌

写
本
と
の
異
同
が

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
、
下
巻
に
あ
た
る
S
.
3
4
6
0

も
合
わ
せ
て

確
認
し

て
み
た
。

そ
の
結
果
、
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
ま
ず
、
敦
煌

写
本
は
第
三
類
で

あ
る
江
南
諸
蔵
に
比
し
て
、
第

一
類
に
あ
た
る
金
蔵

・
高
麗
蔵
と
第
二

類
に
準

ず
る
と
も
言
う

べ
き
房
山
石
経
本
と
の

一
致
度
が
圧
倒
的
に
高

『菩
薩
瓔
珞

本
業
経

』

の
諸
本
に

つ
い
て

(藤

谷
)

い
こ
と
が
判
明
す
る
。
前
者
が
上
巻
で
二
七
%
、
下
巻
で
一
六
%
程
度

し
か

一
致
し
な
い
の
に
対
し
て
後
者

の
三
種
の
本
は
、
上
下
巻
合
わ
せ

て
六
八
%
～
八
四
%
程
度
の
範
囲

で
一
致
し

て
い
る
。
さ
ら
に
三
種

の

中
で
最
も

一
致
度
が
高

い
の
は
他
な
ら
ぬ
房
山

石
経
本

で
あ
り
、
上
巻

で
七
二
%
、
下
巻
で
八
四
%
が

一
致
し
て
い
る
。
先
の
割
注
の
形
式
同

様
、
本
文
の
記
述

の
傾
向
か
ら
言

っ
て
も
、
『
瓔
珞
経
』

の
敦
煌
写
本

は
房
山
石
経
本
ひ
い
て
は
第
二
類
蔵
経
に
も

っ
と
も
近
い
と
言
え
よ
う
。

同
様
の
こ
と
が
改
行
の
位
置
か
ら
も
窺
え

る
。
諸
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
行
あ
た
り
十
四
字

(第

一
類
)
な
り
十
七
字

(第
二
・
三
類
)
な
り
、

一
定

の
字
数
を
基
準
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
段
落
の
切
れ
目
な
ど
改
行

を
行
っ
た
箇
所
は
、

一
行
が
そ
の
基
準
の
字
数

を
下
回
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
位
置
が
諸
本
に
よ

っ
て
異
な
る
の
だ
が
、
敦
煌

写
本
と
房
山
石
経

本
が
共
に
他
本
と
異
な
る
箇
所

で
改
行
を
し
た
り
、
ま
た
し
て
い
な

か
っ
た
り
す
る
場
合
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

(今
回
詳
細
は

省
略
)。

一
般
的
に
敦
煌
写
本
が
房
山
石
経
本
ひ
い
て
は
第
二
類
蔵
経
と
近
い

関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ら
が
唐
代

の
長
安
写
経

の
系
統
に
属
す
る
優
れ
た

も
の
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
(
1
1
)

『
瓔
珞
経
』
の
場

合
に
お
い
て
も
敦
煌
写
本
は
房
山
石
経
本
に
近
く
、
ま
た
そ
の
敦
煌
写

本
は
先
に
検
討
し
た
よ
う
に
経

の
古
形
を
示
す
可
能
性
が
強
い
と
す
る

本
稿
の
検
討
結
果
は
、
そ
の
想
定
を
傍
証
す

る

一
例
と
な
る
と
言
え
よ

う
。

2
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『
菩
薩
瓔
珞

本
業
経
』

の
諸
本

に

つ
い
て

(藤

谷
)

お
わ
り
に

以

上

、

『
瓔
珞
経
』

の

テ
キ

ス
ト

に

つ
い

て
、

特

に
敦
煌

写
本
S
.
3
4
6
0

を

中

心

に
検
討

し

て

み
た

。

今

回

は
紙

数

の
都

合

も
あ

り

、
本

文

の
異

同

の
具

体

的

な
状

況

、

さ

ら

に

は
諸

大
蔵

経

収

録

テ

キ

ス
ト

問

の
さ

ら

に
詳

細

な
相

互

関

係

や

注

釈

書

に
見

出

さ

れ

る
経

文

と

の
比

較

検

討

な

ど

は
省

略

せ
ざ

る

を
得

な

か

っ
た

。

こ
れ

ら

に

つ
い

て
は
、

『
瓔
珞
経

』

の

テ
キ

ス
ト
を
総

合

的

に
評

価

す

る
観

点

か

ら
別

稿

を
期

し

た

い
。

1

初
版

は
、
商
務
印
書
館
、

一
九
六

二
年
。

ま
た

『
敦
煌
叢
刊
初
集
、
二
』

(新
文
豊
出
版
、

一
九
八
五
)
所
収

本
が
あ
る
。

2

『第
十
五
回

大
蔵
会

展
観
目
録

』

に
そ

の
奥
書

が
録

さ
れ

て
い
る
。

『
大

蔵
会
展
観
目
録

〔復
印
〕
』

(文
華
堂
書
店

、

一
九
八

一
)
、

二
七
五
頁
参
。

3

青

木
隆

「地
論
宗

の
融

即
論
と

縁
起
説
」
、
荒
牧
典
俊
編
著

『
北
朝
階

唐
中

国
仏

教
思
想
史

』

(法

蔵
館
、

二
〇
〇

〇
)
所
収
、

一
九

四
～

一
九

六
頁
参
。

4

木
村
清

孝

『
初
期
中

国
華
厳

思

想

の
研
究

』

(春
秋
社
、

一
九

七
七

)
、

四
〇
四
頁
参

。

5た

だ
し
こ

の
梵
名

は

お
よ
そ
正

確
な
音
写

語
と

は
言
え
ず

、

「頗

る
怪

し
む

べ
き
」
も

の
が
多

い
こ
と

は
、

佐
藤

哲
英

「
瓔
珞
経

の
成
立

に
関

す

る
研
究

」
、
『
続

・
天
台

大
師

の
研
究

』

(百

華
苑
、

一
九

八

一
)

所
収

、

八
四
～
八
八
頁

を
参
。

6

『高
麗

大
藏
…経
』
第

一
五
巻

(東
國
大
學

校
、

一
九
六
〇
)
、

一
～

二
〇

頁
。

な
お
、

筆
者
が
利
用

し
た

一
九

六
〇
年

(壇
紀
四
二
九
三
年
)
刊

の

大
谷

大
学

図
書
館
所
蔵

『高
麗

大
藏
経
』

で
は

『
瓔
珞
経
』

は
十
五
巻

に

収
録

さ

れ
て

い
る

の
に
対

し

て

『
高
麗
大

藏
…纒
総

目
録

・
解
題

・
索

引
』

(東

國
大
学
校

、

一
九
七
六
、

日
本
語
版
、

同
朋
舎
、

一
九
七
八

)

で
は

十

四
巻

の
所
収
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ

は
本
学
所
蔵
本

が

「先

に
刊
行
し

た
敷

巻

の
影

印
本

の
な

か
に
あ

っ
た
配
列

錯
誤
」

(
同
目
録
、

日
本

語
版

収
、
李

箕
永

「高
麗

大
蔵
経
,

そ

の
歴
史

と
意
義
」
、

一
七
頁
)
を

有
す

る
た
め

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
、
李
宣

根

「高
麗

大
藏
経

影
印

本

の
完
刊

に
臨

ん

で
」

(
同
目
録
、

日
本

語
版
収
)
、

三
頁

も
参
。

ま
た
、

影
印
本

及
び
東

国
大
学
校
本

の
高
麗
大
蔵
経

に

つ
い
て
詳
細

は
、
馬
場
久

幸

「高

麗
大
蔵

経

の
版
木
に
関
す

る

一
考
察

ー
影

印
本
を
中
心
と

し
て

ー
」

(『
印
度
学
仏

教
学
研
究

』
五
十

一
-

二
、

二
〇
〇

三
)
、

同

「東
国

大
学

校

本
高
麗

大
蔵
経

に

つ

い
て

ー
高

麗

大
蔵
経

の
巻
数

を
中

心

に

ー
」

(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
十

ニ
ー

二
、

二
〇
〇

四
)
も
参
。

7
中

国
仏
教
協

会
編

『
房
山

石
経

(遼
金

刻
経
)
』
-第

二
冊

(中

国
仏
教

図
書
文
物
館
、

一
九
八
七
)
、
四
三
九
～
四
五
八
頁
。

8

延
聖
院
大
蔵
経
局
編

『宋
版
磧
砂
大
藏
経

』
第

一
四
冊

(新
文
豊
出
版
、

一
九
八

七
)
、
六
〇
～
七

二
頁
。

9

竺
沙

雅
章

「漢
課
大
藏
経

の
歴
史
-
爲
纒

か
ら
刊
経

へ
ー

」
、
『
宋
元
佛

教
文
化
史
研
究
』

(汲
古
書
院
、

二
〇
〇
〇
)
所
収
等
参
。

10

藤

本
幸
夫

「高
麗

大
藏
経

と
契

丹
大
藏

纒

に

つ
い
て
」
、
氣
賀

澤
保
規

編

『中

國
佛
教
石
経

の
研
究
-

房
山
雲
居

寺
石
経

を
中
心

に
ー

』

(京
都

大
学
学
術
出
版
会
、

一
九
九
六
)
所
収
、

二
五

二
～

二
五
三
頁
参
。

11

竺
沙
前
掲
書
、

二
九
〇
頁
、
三

二
九
頁
等
参
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉

菩
薩
瓔
珞

本
業
経
、
敦
煌

写
本

、
房
山
石
経
、
二
十

四
願
、

四
十

二
位

(大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
)

3
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(126) Abstracts 

through knowledge (vijja) which must be called emancipation through insight 

(panna-vimutti). After the first sermon five ascetics, Yasa and his 54 friends, 

attained enlightenment through being set free from desire (tanha), which 

must be called emancipation through mind (citta-vimutti). Emancipation under 

the Bo-tree is the first stage of enlightenment, but emancipation through 

both sides (ubhato-vimutti) is a much higher and deeper enlightenment, which 

is regarded as anuttara-vimutti. 

4. On the Texts of the Pusa yingluo benye jing: With a focus on Dunhuang 

manuscript S.3460 

Masanori FUIITANI 

Dunhuang Manuscript S.3460, that has been assumed to be the Pusa ying-

luo- jing (T.16, No.656) in various catalogues, is unmistakably the first vol-

ume of the Pusa yingluo benye jing (T.24, No.1485) compiled in China be-

tween the 5th • 6th c. A.D. The main distinctive feature of this manuscript is 

that it has 28 verses on the Twenty-three Vows in the 'xiansheng mingzi-pin' 

(Œ«•¹–¼Žš•i) (Chapter 2), whereas other texts have 31 verses on Twenty-Four 

Vows. This form of the verse is consistent with S.2748, the commentary of 

this sutra. Hence, most probably it indicates the original form of this sutra. 

Furthermore, when this manuscript was compared with other versions, it 

turned out to be the closest one to the Fangshan Stone Sutra. 

5. On a Comparison between "Original Enlightenment Thought" and "Ta-

thagatagarbha Theory" 

Judo HANANO 

Mr. Shiro Matsumoto insisted that the "thought of the matrix of the Tatha-

gata" (nyoraizo shiso) is a non-Buddhist teaching because it is dhdtu-vada. 

Upon receiving Mr. Matsumoto's theory, Mr. Noriaki Hakamaya opposed the 

concept of "original enlightenment." 

I responded to Mr. Hakamaya's opposition, stating that the word dhdtu, as 
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